
産
業
が
高
度
に
発
達
し
、
消
費
社
会
が
進
化
す
る
中
で
、

近
代
合
理
主
義
と
は
異
な
る
世
界
観
へ
の
変
容
が
求
め
ら

れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
。

競
争
原
理
を
図
に
表
す
な
ら
ば
直
線
で
、
共
生
原
理
は

循
環
だ
。
私
た
ち
は
、
近
代
合
理
主
義
と
自
然
科
学
的
世

界
観
の
下
で
人
間
中
心
の
社
会
を
築
き
上
げ
て
き
た
。
今

で
は
誰
も
が
そ
の
こ
と
に
気
が
つ
い
て
い
る
が
（
気
が
つ

い
て
い
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
が
）、
競
争
原
理
が
社
会

を
歪
な
形
に
し
て
し
ま
っ
た
。
地
球
と
い
う
も
の
は
閉
鎖

系
で
限
界
が
存
在
す
る
。
競
争
原
理
に
は
限
界
が
な
い
の

で
、
資
源
で
も
な
ん
で
も
、
最
後
に
は
行
き
着
く
と
こ
ろ

ま
で
行
っ
て
し
ま
う
。
近
代
合
理
主
義
に
立
脚
す
る
自
然

科
学
は
、
極
端
な
言
い
方
を
す
れ
ば
「
物
質
主
義
」
な
の

か
も
し
れ
な
い
。
環
境
問
題
は
規
範
を
失
っ
た
自
然
科
学

の
暴
走
と
し
て
捉
え
て
も
良
い
が
、
技
術
と
し
て
の
自
然

科
学
を
己
が
欲
望
の
ま
ま
に
放
蕩
す
る
、
規
範
を
失
っ
た

近
代
合
理
主
義
を
信
奉
す
る
人
類
が
も
た
ら
し
た
も
の
な

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

神
道
は
自
然
や
自
然
現
象
な
ど
に
基
づ
く
ア
ニ
ミ
ズ
ム

的
・
祖
霊
崇
拝
的
な
日
本
の
民
族
宗
教
で
あ
る
。
神
道
の

世
界
観
の
中
に
は
、
自
然
へ
の
畏
敬
、
自
然
と
の
共
生
、

戦
い
で
は
な
く
和
を
大
切
に
す
る
心
な
ど
が
包
含
さ
れ
て

い
る
。
自
然
と
神
と
は
一
体
と
し
て
認
識
さ
れ
、
祭
祀
は

神
と
人
間
を
結
ぶ
作
法
で
あ
る
。
森
羅
万
象
に
神
が
宿
っ

て
い
る
と
考
え
、
あ
ら
ゆ
る
事
象
に
「
神
」
の
存
在
を
認

め
る
。神
道
に
は
浄
明
正
直
と
い
う
言
葉
が
あ
る
。浄・明
・

正
・
直
と
は
、
き
よ
く
、
あ
か
る
く
、
た
だ
し
く
、
な
お
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く
と
い
う
日
本
語
を
そ
れ
ぞ
れ
漢
字
一
文
字
で
表
し
た
も

の
で
あ
る
。
日
本
人
は
古
来
よ
り
、
こ
れ
ら
４
つ
の
言
葉

の
よ
う
な
「
内
面
的
な
礼
儀
」
を
大
切
に
し
て
き
た
。

日
本
は
戦
後
、
世
界
に
類
の
な
い
高
度
経
済
成
長
を
遂

げ
た
が
、
物
質
的
繁
栄
に
の
み
目
が
奪
わ
れ
、
精
神
面
の

重
要
性
へ
の
認
識
が
希
薄
に
な
る
傾
向
が
見
受
け
ら
れ
る
。

今
日
の
日
本
は
、
国
民
の
生
活
水
準
が
著
し
く
向
上
し
た

反
面
、
敬
神
崇
祖
の
念
は
薄
ら
い
で
し
ま
っ
た
。
そ
の
よ

う
な
中
に
あ
っ
て
も
我
々
は
、
自
然
、
伝
統
、
文
化
、
郷

土
を
し
っ
か
り
と
守
り
伝
え
る
た
め
に
、
先
祖
か
ら
受
け

継
い
だ
日
本
人
の
心
を
正
し
く
後
世
に
伝
え
、
人
々
と
自

然
、
神
々
が
共
存
す
る
共
生
社
会
を
築
い
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
異
な
る
価
値
観
や
倫
理
観
、
異

文
化
を
尊
重
し
、
相
手
に
敬
意
を
持
っ
て
生
き
て
い
く
こ

と
が
こ
れ
か
ら
の
古
く
て
新
し
い
世
界
観
で
あ
る
。

狛
犬
の
表
情
は
神
社
、
あ
る
い
は
地
域
に
よ
っ
て
さ
ま

ざ
ま
で
あ
る
。
怖
ろ
し
げ
な
顔
つ
き
を
し
た
狛
犬
や
、
ほ

っ
ぺ
た
が
ぷ
く
っ
と
可
愛
い
狛
犬
。
作
者
の
創
造
に
任
せ

て
彫
ら
れ
た
姿
形
は
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
む
。

大
昔
の
日
本
に
は
実
物
の
獅
子
は
存
在
し
な
い
し
、
ま

し
て
狛
犬
は
空
想
の
動
物
で
あ
る
。
狛
犬
は
石
工
達
が
伝

え
聞
い
た
そ
の
姿
を
創
造
に
任
せ
て
彫
っ
た
も
の
が
多
い

よ
う
だ
。
神
域
を
護
る
に
ふ
さ
わ
し
い
造
形
を
、
石
工
達

が
丹
精
込
め
て
造
り
上
げ
た
も
の
が
狛
犬
で
あ
る
。

と
し
は
じ
め
に
氏
神
様
を
訪
れ
た
際
に
、
昔
の
石
工

達
に
思
い
を
馳
せ
て
、
狛
犬
を
眺
め
て
み
て
は
い
か
が

だ
ろ
う
か
。

①

田無神社社報 （令和６年1月1日発行）

＃
狛
犬

令
和
６
年 

辰
年
に
あ
た
り



令和4年師走大祓式鎮火祭

通常書体

一楽萬開札

辰年限定書体

12
月
31
日
（
日
）
午
後
３
時
か
ら
田

無
神
社
境
内
に
お
い
て
「
大
晦
日
の
大

祓
式
」
を
斎
行
い
た
し
ま
す
。
普
段
暮

ら
し
て
い
る
土
地
の
神
様
に
対
し
て
、

無
事
に
過
ご
せ
て
い
る
こ
と
へ
の
感
謝

を
お
伝
え
し
、
半
年
間
の
罪
と
穢
れ
を

祓
い
落
と
し
ま
す
。

※

ご
予
約
は
必
要
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
ど

な
た
様
で
も
ご
参
列
で
き
ま
す
。

大
祓
式
は
伊
弉
諾
神
の
禊
祓
い
を
起

源
と
し
、
宮
中
に
お
い
て
も
、
古
く
か

ら
大
祓
が
お
こ
な
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

中
世
以
降
、
各
神
社
で
年
中
行
事
の
一

つ
と
し
て
普
及
し
、
現
在
で
は
多
く
の

神
社
の
恒
例
式
と
な
っ
て
い
ま
す
。

年
に
２
度
お
こ
な
わ
れ
、
６
月
の
大

祓
を
夏
越
の
祓
と
呼
び
ま
す
。
12
月
の

大
祓
は
年
越
の
祓
と
も
呼
ば
れ
、
新
た

な
年
を
迎
え
る
た
め
に
心
身
を
清
め
る

祓
い
で
す
。

私
た
ち
が
日
常
生
活
で
知
ら
ず
知
ら

ず
の
う
ち
に
お
か
し
た
罪
穢
れ
や
禍
を

１
年
の
半
分
に
あ
た
る
12
月
31
日
に
形

代
（
人
形
）
に
移
し
て
祓
い
除
き
、
身

も
心
も
清
々
し
く
健
康
で
幸
せ
な
生
活

を
願
い
ま
す
。

形
代（
人
形
）に
氏
名（
ふ
り
が
な
）・

生
年
月
日
を
ご
記
入
の
う
え
、
ご
自
分

の
身
体
を
撫
で
清
め
、
息
を
３
度
ふ
き

か
け
ま
す
。
形
代（
人
形
）入
れ
の
袋
に

ご
住
所
お
名
前
を
ご
記
入
の
う
え
、
社

務
所
ま
で
お
持
ち
下
さ
い
。
形
代
（
人

形
）は
、
12
月
31
日
（
日
）
午
後
３
時

よ
り
行
わ
れ
る
祭
典
に
お
い
て
、
浄
火

に
て
お
焚
き
上
げ
し
ま
す
。
形
代（
人

形
）は
社
務
所
に
て
12
月
１
日
（
金
）

よ
り
無
料
で
頒
布
し
て
お
り
ま
す
。

※

形
代（
人
形
）は
郵
送
で
も
お
受
け
し

ま
す
。

「
令
和
６
年
辰
年
限
定
書
体
」御
朱
印

の
デ
ザ
イ
ン
改
訂

令
和
６
年
１
月
１
日
（
月
）〜
令
和

６
年
12
月
31
日
（
火
）
の
期
間
、
御
朱

印
の
デ
ザ
イ
ン
を
辰
年
限
定
書
体
に
変

更
し
ま
す
。

辰
年
限
定
書
体
に
は
、
五
龍
の
印
を

押
し
ま
す
。

令
和
７
年
１
月
１
日（
水
）か
ら
再
び
、

現
在
の
通
常
書
体
に
戻
り
ま
す
。

初 

穂 

料…
…

５
０
０
円

頒
布
開
始…

…

辰
年
限
定
書
体

　
　
　
　
　
　
１
月
１
日（
月
）

場　
　
所…

…

御
朱
印
処

令
和
６
年「
一
楽
萬
開
札
」頒
布
開
始

「
令
和
６
年
の
吉
方
は
東
」

11
月
23
日
（
新
嘗
祭
）
か
ら
、
２
月

３
日(

節
分
祭
）
の
期
間
に
田
無
神
社

社
務
所
に
て
一
楽
萬
開
札
を
授
与
し
ま

す
。
一
楽
萬
開
札
を
そ
の
年
の
吉
方(

令
和
６
年
は
東)

に
お
祀
り
く
だ
さ
い
。

一
楽
萬
開
札
を
受
け
る
事
に
よ
り
、

龍
神
様
よ
り
最
初
の
楽
を
い
た
だ
け
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
最
初
の
楽

を
一
楽
と
言
い
、
一
つ
の
楽
が
次
の
楽

を
呼
び
、
次
々
に
楽
が
集
ま
り
、「
萬

の
道
」
す
な
わ
ち
人
生
が
開
か
れ
る
こ

と
を
一
楽
萬
開
と
言
い
ま
す
。

※

今
年
度
か
ら
一
楽
萬
開
札
の
デ
ザ
イ

ン
が
変
更
さ
れ
ま
す
。

切
り
絵
作
家
の
小
出
蒐
氏
が
札
表
面

の
五
龍
（
昇
龍
）
を
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
ま

し
た
。

（令和6年1月1日発行） 

②

大
晦
日
の
大
祓
式

「
大
晦
日
の
大
祓
式
」
と
は

御
朱
印
「
辰
年
限
定
書
体
」

一
楽
萬
開
札

「
形
代（
人
形
）の
配
布
」

令
和
５
年
12
月
31
日（
日
）

午
後
３
時
斎
行

ひ
と  

が
た

わ
ざ
わ
い



田
無
神
社
で
は
「
厄
除
開
運
・
家
内

安
全
・
健
康
長
寿
・
合
格
祈
願
・
社
運

隆
昌
・
商
売
繁
盛
・
方
位
除
」
等
の
新

春
特
別
祈
願
を
執
り
行
い
ま
す
。
年
の

初
め
の
一
番
祈
願
に
本
年
の
願
い
を
込

め
て
ご
祈
祷
を
お
受
け
く
だ
さ
い
。

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
、

季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
と
し
て
、

１
月
１
日
（
月
）
か
ら
１
月
18
日
（
木
）

の
期
間
、
境
内
に
ト
ラ
ス
テ
ン
ト
を
設

置
し
ま
す
。
換
気
し
な
が
ら
、
密
を
避

け
参
拝
者
相
互
の
距
離
を
と
っ
て
新
年

祈
祷
を
ご
斎
行
い
た
し
ま
す
の
で
、
安

心
し
て
お
参
り
く
だ
さ
い
。
万
一
、
感

染
者
が
発
生
し
た
場
合
に
備
え
、
個
人

情
報
の
取
り
扱
い
に
十
分
注
意
し
、
参

拝
者
の
受
付
表
を
適
切
に
管
理
い
た
し

ま
す
。

１
月
１
日
（
月
）

（
夜
間
）
午
前
０
時
か
ら
午
前
２
時

（
昼
間
）
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時

１
月
２
日
（
火
）〜
１
月
５
日
（
金
）

 

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時

１
月
６
日
（
土
）
以
降　
午
前
９
時
か

ら
午
後
４
時

大
晦
日
夜
か
ら
元
日
の
朝
に
か
け
て
、

家
長
が
氏
神
神
社
へ
籠
る
「
年
籠
り
」

か
ら
初
詣
が
始
ま
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
正
月
の
神
と
は
農
耕
守
護
の
歳
神
、

ま
た
は
歳
徳
神
と
言
わ
れ
、
一
家
の
守

護
神
で
す
。
年
が
改
ま
る
前
に
参
拝
す

る
こ
と
を
除
夜
詣
、
新
年
に
な
っ
て
お

参
り
す
る
こ
と
を
元
日
詣
と
い
い
ま
す
。

除
夜
と
は
大
晦
日
を
意
味
す
る
除
日
の

夜
を
意
味
し
ま
す
。

新
年
を
迎
え
る
と
、
ま
ず
初
め
に
、

柳
沢
文
化
財
保
存
会
の
一
番
祈
祷
が
執

り
行
わ
れ
、
そ
の
後
、
ご
祈
祷
（
一
般

祈
祷
）
が
早
朝
３
時
頃
ま
で
続
き
ま
す
。

１
月
１
日
の
午
前
10
時
、
氏
子
総
代
・

世
話
人
、
来
賓
ら
参
列
の
下
、
社
殿
で

歳
旦
祭
が
斎
行
さ
れ
ま
す
。
宮
司
は
そ

の
後
、
正
午
に
尉
殿
神
社
、
午
後
１
時

に
天
神
社
、
午
後
２
時
に
阿
波
洲
神
社

で
歳
旦
祭
を
奉
仕
し
ま
す
。

「
縁
起
物
は
12
月
か
ら
頒
布
開
始
」

分
散
参
拝
の
観
点
か
ら
、
破
魔
矢
な

ど
の
縁
起
物
を
令
和
５
年
12
月
１
日

（
金
）
よ
り
頒
布
い
た
し
ま
す
。
授
与

所
で
そ
の
年
の
干
支
の
絵
馬
が
付
け
ら

れ
た
破
魔
矢
を
頒
布
し
ま
す
。
元
来
、

破
魔
矢
は
破
魔
弓
と
一
式
に
な
っ
た
も

の
で
あ
り
、
全
国
各
地
に
見
ら
れ
る
年

占
の
際
に
行
わ
れ
た
弓
射
を
起
源
に
す

る
も
の
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
破
魔
矢

は
そ
の
名
称
の
と
お
り
、
魔
を
破
り
、

厄
災
を
祓
う
矢
と
し
て
信
仰
さ
れ
て
い

ま
す
。

二万円以上

一万円

五千円

一尺五寸お札、五龍神御幣、
お神酒（2月～11月）、絵馬、お守り、
祈り箸（初宮参りは歯固め石）

一尺二寸お札、五龍神御幣、絵馬、
お守り、祈り箸（初宮参りは歯固め石）

八寸お札、絵馬、お守り、
祈り箸（初宮参りは歯固め石）

初穂料 授与品

ご祈祷の初穂料と授与品

田無神社社報

③

ご
祈
祷
時
間
の
ご
案
内

破
魔
矢
・
授
与
品

ご
祈
祷
の
初
穂
料
と
授
与
品

令
和
６
年
新
春
特
別
祈
願

令和6年　方位除早見表

令和6年　厄除け早見表（年齢は数え年）



西
東
京
市
を
は
じ
め
全
国
の
皆
さ
ま

か
ら
数
多
く
の
作
品
（
応
募
総
数
220
作

品
）
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
作
品

を
令
和
５
年
９
月
に
漫
画
家
ク
ロ
マ
ツ

テ
ツ
ロ
ウ
氏
、
切
絵
作
家
小
出
蒐
氏
に

よ
る
選
考
委
員
会
に
て
厳
正
な
審
査
を

行
い
入
賞
４
名
、
入
選
30
名
を
選
出
い

た
し
ま
し
た
。
入
賞
者
４
名
の
作
品
を

令
和
６
年
（
２
０
２
４
年
）
田
無
神
社

絵
馬
デ
ザ
イ
ン
と
し
て
採
用
し
、
お
正

月
の
前
後
に
絵
馬
と
し
て
奉
製
（
４
体

合
計
４
８
０
０
体
）
い
た
し
ま
す
。

展
示
会

⑴
令
和
５
年
10
月
２
日
（
月
）
か
ら
10

月
６
日
（
金
）
の
期
間
、
ア
ス
タ
２

階
セ
ン
タ
ー
コ
ー
ト
に
て
田
無
神
社

絵
馬
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
作

品
な
ら
び
に
入
選
作
品
の
展
示
会
を

行
い
ま
し
た
。

⑵
令
和
６
年
１
月
１
日
（
月
）
か
ら
１

月
８
日
（
月
）
の
期
間
、
田
無
神
社

境
内
に
入
賞
作
品
４
作
品
を
展
示
し

ま
す
。

第
７
回

田
無
神
社
干
支
絵
馬

デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

結
果
発
表

大賞
茂原　のり子様

金賞　小出蒐賞
片岡　力人様

金賞　クロマツテツロウ賞
立石　裕様

J：COM賞
橋本　千夏様

（令和6年1月1日発行）

④
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令
和
４
年
に
刊
行
し
た
御
遷
座
三
五

〇
年
記
念
誌
『
写
真
と
資
料
か
ら
見
る

田
無
神
社
』の
第
１
章「
由
緒
」の
項
で
、

尉
殿
に
つ
い
て
の
様
々
な
説
・
解
釈
を

紹
介
し
、
垂
迹
神
で
あ
る
倶
利
伽
羅
不

動
明
王
は
雨
を
降
ら
す
水
の
守
護
神
で

あ
り
、
シ
ナ
ツ
ヒ
コ
ノ
ミ
コ
ト
・
シ
ナ

ト
ベ
ノ
ミ
コ
ト
は
風
雨
の
順
調
と
五
穀

豊
穣
を
司
る
神
で
あ
り
、
尉
殿
は
水
の

神
で
あ
る
と
ま
と
め
ま
し
た
。
そ
の
際

に
、
紙
幅
の
都
合
上
、
掲
載
で
き
な
か

っ
た
説
・
解
釈
を
、
田
無
神
社
社
報
で

数
号
に
渡
り
「
尉
殿
考
」
と
し
て
紹
介

し
て
い
き
ま
す
。

第
１
回
目
は
、
昭
和
38
年
に
武
蔵
総

社
大
國
魂
神
社
が
刊
行
し
た
『
武
蔵
府

中
物
語
』
か
ら
尉
殿
に
つ
い
て
の
記
述

を
紹
介
し
ま
し
た
。
第
２
回
目
は
昭
和

59
年
に
保
谷
市
史
編
さ
ん
委
員
会
が
編

集
し
、保
谷
市
役
所
が
刊
行
し
た『
保
谷

市
史 

別
冊
二 

保
谷
の
石
仏
と
石
塔
』

か
ら
尉
殿
に
つ
い
て
の
記
述
を
紹
介
し

ま
し
た
。
第
３
回
目
は
平
成
18
年
に
と

お
び
社
か
ら
発
行
さ
れ
た
片
桐
譲
著

『
神
と
仏
と
村
落
共
同
体―

宗
教
社
会

史
の
視
座
か
ら
ー
』
を
ご
紹
介
い
た
し

ま
す
。

尉
殿
の
神
を
特
定
し
、
理
解
し
よ
う

と
す
る
動
き
は
、
明
治
初
期
の
初
代
社

掌
賀
陽
濟
、
二
代
目
社
掌
賀
陽
尚
賢
の

時
代
か
ら
あ
り
ま
し
た
。
筆
者
も
手
を

尽
く
し
て
調
べ
て
い
ま
す
が
現
在
ま
で

の
と
こ
ろ
有
力
な
資
料
の
発
見
等
に
は

至
っ
て
い
ま
せ
ん
。
尉
殿
権
現
に
つ
い

て
、
今
後
の
論
文
等
に
よ
る
学
術
的
な

ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
解
明
さ
れ
て
い
く
こ

と
を
期
待
し
ま
す
。

尉
殿
神
社
の
祭
神
に
つ
い
て
は
、

従
来
水
の
神
と
い
う
伝
承
は
あ
っ
た

と
い
う
伝
承
は
あ
っ
た
も
の
の「
社

殿
内
に
住
吉
の
化
身
で
あ
る
高
砂
の

翁
の
面
が
あ
る
か
ら
住
吉
の
神
で
あ

る
」ま
た
、「
田
無
神
社
の
祭
神
と
併

せ
て
夫
婦
の
神
で
あ
っ
た
」な
ど
と

い
わ
れ
て
、正
確
に
は
把
握
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
り
、そ
の
原

因
は
ひ
と
え
に
尉
殿
＝
ジ
ョ
ー
ド
ノ

の
理
解
の
む
つ
か
し
さ
に
あ
っ
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。祭
神
の
神
体
が
な

ぜ
倶
利
伽
羅
不
動
で
あ
っ
た
の
か
、

市
文
化
財
の
指
定
に
あ
た
っ
て
で
き

る
だ
け
正
し
い
由
緒
を
た
ど
っ
て
お

く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』か
ら
抽
出

す
る
と
、

旧
館
村
十
殿（
現
志
木
市
）、上
内

間
木
村
重
殿（
朝
霞
市
）、染
谷
村
重

殿（
大
宮
市
）、丸
山
村
頭
殿（
伊
奈

町
）、中
野
村
通
殿（
鴻
巣
村
）、大
野

村
重
殿（
戸
田
市
）、田
無
村
尉
殿（
田

無
市
）、林
村
重
殿（
所
沢
市
）、喬
木

村
尉
殿（
東
大
和
市
）、福
田
村
通
殿

（
川
越
市
）、岡
古
井
村
通
殿（
加
須

市
）、地
頭
方
村
通
殿（
吉
見
町
）、桶

川
村
十
殿（
桶
川
市
）、久
保
島
村
蔵

殿（
熊
谷
市
）、以
上
十
、重
、頭
、通
、

尉
、蔵
な
ど
、濁
音
を
持
つ
一
字
の

「
ウ
ー
」と
尊
称「
殿
」が
一
致
す
る
諸

殿（
以
下「
〇
殿
」）と
称
す
る
神
社
が

採
録
さ
れ
て
い
る
。（
中
略
）「
こ
れ
ら

ジ
ョ
ー
や
ジ
ュ…

ド
ノ
の
神
に
関
心

を
寄
せ
る
研
究
者
」の「
調
査
の
広
が

り
」と
前
述
し
た
が
、そ
れ
ら
は『
志

木
市
史
調
査
報
告
書
志
木
風
土
記
第

九
号
』「
十
殿
権
現
小
考
」（
神
山
健

吉
）、『
坂
戸
市
史
調
査
資
料
第
十
九

号
』「
地
名
尉
殿
・
重
殿
」（
小
島
清
）な

ど
で
あ
る
。こ
の
研
究
論
考
か
ら
地

名
と
し
て
の
ジ
ュ
ー
・
ジ
ョ
ー
ド
ノ

な
ど
を
拾
う
と
、坂
戸
市
内
＝
尉
殿

（
中
里
）・
重
殿（
森
戸
）・
尉
殿
塚（
森

戸
）・
上
殿（
萱
方
）・
ズ
ウ
殿（
厚
川
）、

小
川
町
＝
重
殿
ま
た
は
ジ
ュ
ウ
デ
ン
、

越
生
町
＝
上
殿
、毛
呂
山
町
＝
十
殿
・

重
殿
淵
、川
越
市（
田
島
）＝
頭
殿
、妻

沼
町
＝
蔵
殿
、岡
部
町
＝
蔵
殿
、吹
上

町
＝
通
殿
と
あ
り
、こ
れ
ら
は
湧
水

地
点
、小
水
路
、河
川
、淵
な
ど
生
活

に
欠
か
せ
ぬ
水
と
緑
の
あ
る
場
所
に

限
ら
れ
て
い
る
ら
し
い
。歴
史
地
理

的
な
環
境
を
選
択
し
、フ
ィ
ー
ル
ド

を
拡
げ
て
調
査
す
れ
ば
、武
蔵
野
を

含
む
関
東
の
う
ち
に
は
多
く
の
類
例

が
発
見
さ
れ
る
だ
ろ
う
。そ
こ
か
ら

も
う
一
つ
、尉
殿
の
歴
史
な
い
し
民

族
の
普
遍
性
が
見
え
て
く
る
と
も
い

え
そ
う
で
あ
る
。

とおび社（平成18年8月1日発行）　　片桐譲著『神と仏と村落共同体―宗教社会史の視座からー』pp.42-44

西
東
京
市
を
は
じ
め
全
国
の
皆
さ
ま

か
ら
数
多
く
の
作
品
（
応
募
総
数
220
作

品
）
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
作
品

を
令
和
５
年
９
月
に
漫
画
家
ク
ロ
マ
ツ

テ
ツ
ロ
ウ
氏
、
切
絵
作
家
小
出
蒐
氏
に

よ
る
選
考
委
員
会
に
て
厳
正
な
審
査
を

行
い
入
賞
４
名
、
入
選
30
名
を
選
出
い

た
し
ま
し
た
。
入
賞
者
４
名
の
作
品
を

令
和
６
年
（
２
０
２
４
年
）
田
無
神
社

絵
馬
デ
ザ
イ
ン
と
し
て
採
用
し
、
お
正

月
の
前
後
に
絵
馬
と
し
て
奉
製
（
４
体

合
計
４
８
０
０
体
）
い
た
し
ま
す
。

展
示
会

⑴
令
和
５
年
10
月
２
日
（
月
）
か
ら
10

月
６
日
（
金
）
の
期
間
、
ア
ス
タ
２

階
セ
ン
タ
ー
コ
ー
ト
に
て
田
無
神
社

絵
馬
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
作

品
な
ら
び
に
入
選
作
品
の
展
示
会
を

行
い
ま
し
た
。

⑵
令
和
６
年
１
月
１
日
（
月
）
か
ら
１

月
８
日
（
月
）
の
期
間
、
田
無
神
社

境
内
に
入
賞
作
品
４
作
品
を
展
示
し

ま
す
。

田無神社社報

⑤

「
尉
殿
考
」第
三
回

シ 

リ 

ー 

ズ



令和5年神輿供奉 令和5年子供神輿度御

田
無
神
社
例
大
祭
が
、宵
宮 

10
月
14

日（
土
）・
本
宮 

10
月
15
日（
日
）
に
斎

行
さ
れ
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響

や
、
台
風
の
被
害
を
は
さ
み
、
台
車
に

神
輿
を
乗
せ
て
市
内
を
巡
る
な
ど
し
た

縮
小
期
を
経
て
、
５
年
ぶ
り
に
復
活
し

た
市
中
神
輿
巡
幸
に
は
両
日
と
も
400
人

を
超
え
る
担
ぎ
手
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

担
ぎ
手
た
ち
の
威
勢
の
よ
い
か
け
声
が

響
き
、
に
ぎ
わ
い
と
活
気
に
包
ま
れ
、

勇
壮
な
神
輿
が
、
雨
降
る
田
無
の
町
を

華
や
か
に
彩
り
ま
し
た
。

田
無
神
社
例
大
祭
で
は
大
小
さ
ま
ざ

ま
な
お
神
輿
が
渡
御
し
ま
す
。
宵
宮
で

は
万
燈
神
輿
と
女
神
輿
が
渡
御
し
、
本

宮
で
は
本
社
神
輿
と
子
供
神
輿
が
渡
御

を
行
い
ま
し
た
。
宵
宮
の
万
燈
神
輿
と

女
神
輿
は 

午
後
６
時
に
田
無
駅
北
口
・

ア
ス
タ
前
か
ら
出
御
し
、
午
後
７
時
半

に
田
無
神
社
立
体
駐
車
場
２
階
入
り
口

に
還
幸
し
ま
し
た
。
本
社
神
輿
は
午
前

10
時
45
分
に
田
無
神
社
社
殿
前
か
ら
出

御
し
、
午
後
３
時
45
分
に
神
社
に
還
幸

し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
午
後
４
時
か
ら

宮
入
道
中
神
事
を
行
い
、
本
社
神
輿
が

参
道
を
往
復
し
ま
し
た
。

こ
の
宵
宮
の
女
神
輿
は
三
榮
会
の
お

神
輿
で
す
。

こ
こ
に
有
限
会
社
東
興
通
信
社
が
か

つ
て
発
行
し
て
い
た
週
刊
東
興
通
信
の

平
成
３
年
７
月
10
日
発
行
の
商
店
会
の

お
神
輿
新
調
に
関
す
る
記
事
を
ご
紹
介

す
る
と
と
も
に
、
若
干
解
説
し
ま
す
。

ま
た
、
校
正
の
都
合
上
、
記
事
に
一
部

改
変
を
加
え
て
い
ま
す
。

田
無
の
二
つ
の
商
店
会
が
、
今
年

相
つ
い
で
み
こ
し
を
購
入
、
10
月
の

田
無
神
社
例
大
祭
に
は
そ
ろ
っ
て
登

場
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。〝
み
こ
し

ブ
ー
ム
〞
の
背
景
に
は
市
民
の
精
神

的
な
よ
り
ど
こ
ろ
の
見
直
し
と
町
意

識
の
高
ま
り
が
う
か
が
え
る
。
関
係

者
は
、こ
の
秋
祭
り
の
ほ
か
、夏
祭
り
、

春
祭
り
も
盛
大
に
、
と
意
気
込
ん
で

い
る
が
、
一
方
で
担
ぎ
手
不
足
と
い

う
問
題
も
生
ま
れ
、
う
れ
し
い
悩
み

に
思
案
し
き
り
の
よ
う
だ
。（
清
川

忠
久
記
者
）

さ
る
６
日
、
２
区
の
商
店
会
主
催

の
チ
ビ
ッ
子
夏
祭
り
で
新
し
い
子
供

用
み
こ
し
が
お
目
見
え
し
た
。

　
(

中
略)

以
前
こ
の
２
区
で
は

大
人
用
の
み
こ
し
が
夏
祭
り
で
担
が

れ
て
い
た
が
、
１
９
５
０
年
代
終
わ

り
頃
、
勢
い
あ
ま
っ
て
死
傷
者
の
出

る
騒
ぎ
と
な
り
、
そ
の
後
し
ば
ら
く

中
断
し
て
い
た
。
76
年
に
再
開
さ
れ

た
が
、
子
供
主
役
の
祭
り
の
方
が
イ

メ
ー
ジ
が
良
い
だ
ろ
う
と
チ
ビ
ッ
子

夏
祭
り
と
し
て
、
み
こ
し
も
子
供
が

担
ぐ
こ
と
に
。
み
こ
し
は
谷
戸
な
ど

の
よ
そ
の
地
域
か
ら
子
供
用
の
も
の

を
借
り
て
い
た
が
、
こ
の
ほ
ど
地
域

の
振
興
も
合
わ
せ
て
２
区
の
商
店
会

が
寄
付
金
を
募
り
、
和
太
鼓
と
と
も

に
購
入
し
た
。
重
さ
は
約
60
キ
ロ
。

み
こ
し
の
行
事
に
は
、
神
社
な
ど

で
祭
ら
れ
て
い
る
御
霊
（
み
た
ま
）

の
分
身
を
み
こ
し
に
移
し
、
外
界
を

見
て
も
ら
う
た
め
に
神
幸
を
行
う
と

い
う
意
味
が
あ
る
。
チ
ビ
ッ
子
夏
祭

り
は
現
在
田
無
神
社
境
内
に
あ
る
津

島
神
社
の
ス
サ
ノ
オ
ノ
ミ
コ
ト
の
御

霊
を
担
ぐ
。（
１
）
明
治
時
代
に
田

無
に
疫
病
が
流
行
し
た
時
、
厄
除
け

の
た
め
に
祭
ら
れ
た
も
の
で
神
幸
は

大
正
時
代
に
始
ま
っ
た
と
い
う
。
昭

和
初
期
に
は
旧
２
区
（
１
区
の
東
か

ら
市
境
ま
で
の
付
近
）
の
天
王
祭
が

こ
れ
と
同
時
に
開
か
れ
る
よ
う
に
な

り
、
双
方
の
お
お
み
こ
し
が
ぶ
つ
か

り
合
う
威
勢
の
い
い
け
ん
か
祭
り
と

な
っ
た
。
だ
が
そ
れ
が
加
熱
し
て
事

故
が
起
き
、
２
区
で
は
祭
り
が
中
断

す
る
こ
と
に
な
る
。
１
区
で
は
そ
の

後
も
柳
沢
文
化
財
保
存
会
に
よ
っ
て

天
王
祭
の
運
営
の
ほ
か
、
お
み
こ
し

の
保
管
が
行
わ
れ
今
年
も
７
月
13
日
、

14
日
の
両
日
開
か
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
２
区
の
商
店
会
の
チ

ビ
ッ
子
夏
祭
り
は
、
こ
れ
ま
で
会
場

に
当
て
て
き
た
海
老
沢
呉
服
店
の
駐

車
場
が
い
ず
れ
駅
前
開
発
で
使
え
な

く
な
り
。
そ
こ
で
２
区
の
商
店
会
で

は
、
こ
の
祭
り
を
１
区
の
天
王
祭
と

再
び
合
同
の
祭
り
と
し
て
復
活
さ
せ
、

そ
れ
を
大
々
的
な
イ
ベ
ン
ト
〝
田
無

の
夏
祭
り
〞
に
し
た
い
と
の
思
惑
も

あ
る
よ
う
だ
。

一
方
、
こ
の
10
月
中
旬
に
行
わ
れ

る
田
無
神
社
例
大
祭
に
、
も
う
ひ
と

つ
旧
３
区
（
２
区
の
西
側
、
本
町
４
、

５
丁
目
を
中
心
と
す
る
地
域
）
の
商

店
会
の
新
み
こ
し
が
登
場
す
る
、
同

商
店
会
は
今
年
ち
ょ
う
ど
20
周
年
、

し
か
も
今
年
度
の
例
大
祭
の
登
板
と

あ
っ
て
購
入
に
踏
み
切
っ
た
。
み
こ

し
は
大
人
用
で
総
重
量
が
175
キ
ロ
と

担
ぎ
手
が
60
人
以
上
の
も
の
お
目
見

え
は
９
月
半
ば
に
な
る
。

(

中
略)

同
商
店
会
の
会
長
は「
３

区
に
は
み
こ
し
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
し
、
駅
前
開
発
後
は
田
無
の
中
心

が
２
区
か
ら
こ
ち
ら
に
移
り
ま
す
。

こ
れ
を
機
会
に
地
域
の
活
性
化
に
拍

車
を
か
け
た
い
」
と
、
意
気
込
み
を

語
る
。

た
だ
、
悩
み
が
な
い
わ
け
で
は
な

い
。
60
人
で
担
げ
る
み
こ
し
と
い
っ

て
も
、
交
替
要
員
を
含
め
る
と
約
100

人
ほ
ど
必
要
と
な
り
、
同
商
店
会
の

中
で
担
ぎ
手
を
集
め
て
も
と
て
も
足

り
な
い
。
し
か
も
こ
の
例
大
祭
に
は
、

例
年
４
、
５
基
の
み
こ
し
が
繰
り
出

す
の
で
、
市
内
の
他
地
域
か
ら
の
応

援
も
あ
ま
り
見
込
め
な
い
。
同
商
店

会
で
は
、
今
年
の
例
大
祭
の
具
体
案

が
決
ま
り
次
第
、
問
題
の
検
討
に
入

る
こ
と
に
し
て
い
る
。

人
員
不
足
は
１
区
で
も
す
で
に
問

題
に
な
っ
て
い
る
。
１
区
の
み
こ
し

は
15
年
前
、
会
の
メ
ン
バ
ー
自
ら
の

手
に
よ
っ
て
大
改
造
が
行
わ
れ
た
。

以
前
は
大
人
20
人
で
担
げ
た
も
の
が
、

改
造
後
は
３
倍
の
60
人
以
上
が
必
要

と
な
る
ほ
ど
の
ス
ケ
ー
ル
ア
ッ
プ
と

な
っ
た
。
当
初
は
担
ぎ
手
が
40
人
ほ

ど
し
か
集
ま
ら
ず
、
か
な
り
苦
労
を

し
た
が
、
現
在
は
武
蔵
野
市
や
東
久

留
米
市
な
ど
か
ら
〝
助
っ
人
〞
を
頼

ん
で
人
員
不
足
に
対
処
し
て
い
る
。

田
無
神
社
で
も
例
大
祭
に
神
社
の
み

こ
し
を
出
す
が
、
人
員
不
足
の
場
合

は
や
は
り
市
外
か
ら
の
応
援
に
頼
る

と
の
こ
と
。

人
手
対
策
に
頭
を
ひ
ね
り
な
が
ら

も
、
夏
祭
り
の
復
活
や
、
例
大
祭
を

盛
大
な
秋
祭
り
と
す
る
企
画
、
さ
ら

に
は
田
無
神
社
の
五
穀
豊
穣
祭
を
春

祭
り
に
と
の
計
画
も
つ
ぎ
つ
ぎ
に
挙

が
っ
て
い
る
。こ
の
〝
祭
り
ブ
ー
ム
〞

の
背
景
は
何
か
。
田
無
神
社
で
は
、

戦
後
の
復
興
か
ら
庶
民
の
興
味
の
対

象
が
多
様
化
し
た
た
め
、
一
時
期
す

た
れ
て
し
ま
っ
て
い
た
祭
り
が
、
モ

ノ
あ
ま
り
の
時
代
に
入
っ
た
今
、
精

神
的
な
充
足
感
を
古
来
か
ら
の
お
祭

り
に
あ
ら
た
め
て
求
め
る
よ
う
に
な

り
、
そ
こ
に
地
域
の
活
性
化
と
い
う

問
題
が
呼
応
し
た
の
で
は
と
分
析
し

て
い
る
。
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⑥

年
前
の
お
神
輿
新
調

悩
み
は
担
ぎ
手
不
足

32

田
無
に
相
つ
い
で

新
し
い
み
こ
し
登
場

夏
祭
り
、秋
祭
り
、春
祭
り…

ブ
ー
ム
に
乗
って
町
興
こ
し



田
無
神
社
例
大
祭
が
、宵
宮 

10
月
14

日（
土
）・
本
宮 

10
月
15
日（
日
）
に
斎

行
さ
れ
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響

や
、
台
風
の
被
害
を
は
さ
み
、
台
車
に

神
輿
を
乗
せ
て
市
内
を
巡
る
な
ど
し
た

縮
小
期
を
経
て
、
５
年
ぶ
り
に
復
活
し

た
市
中
神
輿
巡
幸
に
は
両
日
と
も
400
人

を
超
え
る
担
ぎ
手
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

担
ぎ
手
た
ち
の
威
勢
の
よ
い
か
け
声
が

響
き
、
に
ぎ
わ
い
と
活
気
に
包
ま
れ
、

勇
壮
な
神
輿
が
、
雨
降
る
田
無
の
町
を

華
や
か
に
彩
り
ま
し
た
。

田
無
神
社
例
大
祭
で
は
大
小
さ
ま
ざ

ま
な
お
神
輿
が
渡
御
し
ま
す
。
宵
宮
で

は
万
燈
神
輿
と
女
神
輿
が
渡
御
し
、
本

宮
で
は
本
社
神
輿
と
子
供
神
輿
が
渡
御

を
行
い
ま
し
た
。
宵
宮
の
万
燈
神
輿
と

女
神
輿
は 

午
後
６
時
に
田
無
駅
北
口
・

ア
ス
タ
前
か
ら
出
御
し
、
午
後
７
時
半

に
田
無
神
社
立
体
駐
車
場
２
階
入
り
口

に
還
幸
し
ま
し
た
。
本
社
神
輿
は
午
前

10
時
45
分
に
田
無
神
社
社
殿
前
か
ら
出

御
し
、
午
後
３
時
45
分
に
神
社
に
還
幸

し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
午
後
４
時
か
ら

宮
入
道
中
神
事
を
行
い
、
本
社
神
輿
が

参
道
を
往
復
し
ま
し
た
。

こ
の
宵
宮
の
女
神
輿
は
三
榮
会
の
お

神
輿
で
す
。

こ
こ
に
有
限
会
社
東
興
通
信
社
が
か

つ
て
発
行
し
て
い
た
週
刊
東
興
通
信
の

平
成
３
年
７
月
10
日
発
行
の
商
店
会
の

お
神
輿
新
調
に
関
す
る
記
事
を
ご
紹
介

す
る
と
と
も
に
、
若
干
解
説
し
ま
す
。

ま
た
、
校
正
の
都
合
上
、
記
事
に
一
部

改
変
を
加
え
て
い
ま
す
。

田
無
の
二
つ
の
商
店
会
が
、
今
年

相
つ
い
で
み
こ
し
を
購
入
、
10
月
の

田
無
神
社
例
大
祭
に
は
そ
ろ
っ
て
登

場
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。〝
み
こ
し

ブ
ー
ム
〞
の
背
景
に
は
市
民
の
精
神

的
な
よ
り
ど
こ
ろ
の
見
直
し
と
町
意

識
の
高
ま
り
が
う
か
が
え
る
。
関
係

者
は
、こ
の
秋
祭
り
の
ほ
か
、夏
祭
り
、

春
祭
り
も
盛
大
に
、
と
意
気
込
ん
で

い
る
が
、
一
方
で
担
ぎ
手
不
足
と
い

う
問
題
も
生
ま
れ
、
う
れ
し
い
悩
み

に
思
案
し
き
り
の
よ
う
だ
。（
清
川

忠
久
記
者
）

さ
る
６
日
、
２
区
の
商
店
会
主
催

の
チ
ビ
ッ
子
夏
祭
り
で
新
し
い
子
供

用
み
こ
し
が
お
目
見
え
し
た
。

　

(

中
略)

以
前
こ
の
２
区
で
は

大
人
用
の
み
こ
し
が
夏
祭
り
で
担
が

れ
て
い
た
が
、
１
９
５
０
年
代
終
わ

り
頃
、
勢
い
あ
ま
っ
て
死
傷
者
の
出

る
騒
ぎ
と
な
り
、
そ
の
後
し
ば
ら
く

中
断
し
て
い
た
。
76
年
に
再
開
さ
れ

た
が
、
子
供
主
役
の
祭
り
の
方
が
イ

メ
ー
ジ
が
良
い
だ
ろ
う
と
チ
ビ
ッ
子

夏
祭
り
と
し
て
、
み
こ
し
も
子
供
が

担
ぐ
こ
と
に
。
み
こ
し
は
谷
戸
な
ど

の
よ
そ
の
地
域
か
ら
子
供
用
の
も
の

を
借
り
て
い
た
が
、
こ
の
ほ
ど
地
域

の
振
興
も
合
わ
せ
て
２
区
の
商
店
会

が
寄
付
金
を
募
り
、
和
太
鼓
と
と
も

に
購
入
し
た
。
重
さ
は
約
60
キ
ロ
。

み
こ
し
の
行
事
に
は
、
神
社
な
ど

で
祭
ら
れ
て
い
る
御
霊
（
み
た
ま
）

の
分
身
を
み
こ
し
に
移
し
、
外
界
を

見
て
も
ら
う
た
め
に
神
幸
を
行
う
と

い
う
意
味
が
あ
る
。
チ
ビ
ッ
子
夏
祭

り
は
現
在
田
無
神
社
境
内
に
あ
る
津

島
神
社
の
ス
サ
ノ
オ
ノ
ミ
コ
ト
の
御

霊
を
担
ぐ
。（
１
）
明
治
時
代
に
田

無
に
疫
病
が
流
行
し
た
時
、
厄
除
け

の
た
め
に
祭
ら
れ
た
も
の
で
神
幸
は

大
正
時
代
に
始
ま
っ
た
と
い
う
。
昭

和
初
期
に
は
旧
２
区
（
１
区
の
東
か

ら
市
境
ま
で
の
付
近
）
の
天
王
祭
が

こ
れ
と
同
時
に
開
か
れ
る
よ
う
に
な

り
、
双
方
の
お
お
み
こ
し
が
ぶ
つ
か

り
合
う
威
勢
の
い
い
け
ん
か
祭
り
と

な
っ
た
。
だ
が
そ
れ
が
加
熱
し
て
事

故
が
起
き
、
２
区
で
は
祭
り
が
中
断

す
る
こ
と
に
な
る
。
１
区
で
は
そ
の

後
も
柳
沢
文
化
財
保
存
会
に
よ
っ
て

天
王
祭
の
運
営
の
ほ
か
、
お
み
こ
し

の
保
管
が
行
わ
れ
今
年
も
７
月
13
日
、

14
日
の
両
日
開
か
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
２
区
の
商
店
会
の
チ

ビ
ッ
子
夏
祭
り
は
、
こ
れ
ま
で
会
場

に
当
て
て
き
た
海
老
沢
呉
服
店
の
駐

車
場
が
い
ず
れ
駅
前
開
発
で
使
え
な

く
な
り
。
そ
こ
で
２
区
の
商
店
会
で

は
、
こ
の
祭
り
を
１
区
の
天
王
祭
と

再
び
合
同
の
祭
り
と
し
て
復
活
さ
せ
、

そ
れ
を
大
々
的
な
イ
ベ
ン
ト
〝
田
無

の
夏
祭
り
〞
に
し
た
い
と
の
思
惑
も

あ
る
よ
う
だ
。

一
方
、
こ
の
10
月
中
旬
に
行
わ
れ

る
田
無
神
社
例
大
祭
に
、
も
う
ひ
と

つ
旧
３
区
（
２
区
の
西
側
、
本
町
４
、

５
丁
目
を
中
心
と
す
る
地
域
）
の
商

店
会
の
新
み
こ
し
が
登
場
す
る
、
同

商
店
会
は
今
年
ち
ょ
う
ど
20
周
年
、

し
か
も
今
年
度
の
例
大
祭
の
登
板
と

あ
っ
て
購
入
に
踏
み
切
っ
た
。
み
こ

し
は
大
人
用
で
総
重
量
が
175
キ
ロ
と

担
ぎ
手
が
60
人
以
上
の
も
の
お
目
見

え
は
９
月
半
ば
に
な
る
。

(

中
略)

同
商
店
会
の
会
長
は「
３

区
に
は
み
こ
し
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
し
、
駅
前
開
発
後
は
田
無
の
中
心

が
２
区
か
ら
こ
ち
ら
に
移
り
ま
す
。

こ
れ
を
機
会
に
地
域
の
活
性
化
に
拍

車
を
か
け
た
い
」
と
、
意
気
込
み
を

語
る
。

た
だ
、
悩
み
が
な
い
わ
け
で
は
な

い
。
60
人
で
担
げ
る
み
こ
し
と
い
っ

て
も
、
交
替
要
員
を
含
め
る
と
約
100

人
ほ
ど
必
要
と
な
り
、
同
商
店
会
の

中
で
担
ぎ
手
を
集
め
て
も
と
て
も
足

り
な
い
。
し
か
も
こ
の
例
大
祭
に
は
、

例
年
４
、
５
基
の
み
こ
し
が
繰
り
出

す
の
で
、
市
内
の
他
地
域
か
ら
の
応

援
も
あ
ま
り
見
込
め
な
い
。
同
商
店

会
で
は
、
今
年
の
例
大
祭
の
具
体
案

が
決
ま
り
次
第
、
問
題
の
検
討
に
入

る
こ
と
に
し
て
い
る
。

人
員
不
足
は
１
区
で
も
す
で
に
問

題
に
な
っ
て
い
る
。
１
区
の
み
こ
し

は
15
年
前
、
会
の
メ
ン
バ
ー
自
ら
の

手
に
よ
っ
て
大
改
造
が
行
わ
れ
た
。

以
前
は
大
人
20
人
で
担
げ
た
も
の
が
、

改
造
後
は
３
倍
の
60
人
以
上
が
必
要

と
な
る
ほ
ど
の
ス
ケ
ー
ル
ア
ッ
プ
と

な
っ
た
。
当
初
は
担
ぎ
手
が
40
人
ほ

ど
し
か
集
ま
ら
ず
、
か
な
り
苦
労
を

し
た
が
、
現
在
は
武
蔵
野
市
や
東
久

留
米
市
な
ど
か
ら
〝
助
っ
人
〞
を
頼

ん
で
人
員
不
足
に
対
処
し
て
い
る
。

田
無
神
社
で
も
例
大
祭
に
神
社
の
み

こ
し
を
出
す
が
、
人
員
不
足
の
場
合

は
や
は
り
市
外
か
ら
の
応
援
に
頼
る

と
の
こ
と
。

人
手
対
策
に
頭
を
ひ
ね
り
な
が
ら

も
、
夏
祭
り
の
復
活
や
、
例
大
祭
を

盛
大
な
秋
祭
り
と
す
る
企
画
、
さ
ら

に
は
田
無
神
社
の
五
穀
豊
穣
祭
を
春

祭
り
に
と
の
計
画
も
つ
ぎ
つ
ぎ
に
挙

が
っ
て
い
る
。こ
の
〝
祭
り
ブ
ー
ム
〞

の
背
景
は
何
か
。
田
無
神
社
で
は
、

戦
後
の
復
興
か
ら
庶
民
の
興
味
の
対

象
が
多
様
化
し
た
た
め
、
一
時
期
す

た
れ
て
し
ま
っ
て
い
た
祭
り
が
、
モ

ノ
あ
ま
り
の
時
代
に
入
っ
た
今
、
精

神
的
な
充
足
感
を
古
来
か
ら
の
お
祭

り
に
あ
ら
た
め
て
求
め
る
よ
う
に
な

り
、
そ
こ
に
地
域
の
活
性
化
と
い
う

問
題
が
呼
応
し
た
の
で
は
と
分
析
し

て
い
る
。
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上
記
の
記
事
に（
１
）「
明
治
時
代
に

田
無
に
疫
病
が
流
行
し
た
時
、
厄
除
け

の
た
め
に
祭
ら
れ
た
も
の
」
と
あ
り
ま

す
が
こ
れ
は
誤
り
で
す
。
以
下
に
津
島

神
社
の
縁
起
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

平
成
２
年
（
１
９
９
０
）
に
田
無
市

企
画
部
市
史
編
さ
ん
室
が
発
行
し
た

『
た
な
し
の
歴
史
２
』か
ら
引
用
し
ま
す
。

『
柳
沢
地
区
の
稲
荷
講
中
の
祀
る
稲

荷
も
イ
ヌ
キ
の
家
に
残
さ
れ
て
い
た
も

の
で
あ
る
。
こ
の
稲
荷
の
所
有
者
は
、

柳
沢
の
山
川
権
左
衛
門
と
い
う
。
こ
の

家
は
「
藤
屋
」
と
い
う
脇
本
陣
の
家
で

あ
っ
た
。
明
治
中
頃
ま
で
宿
屋
を
営
み
、

明
治
22
年
前
後
に
は
田
無
か
ら
他
村
へ

移
っ
て
い
っ
た
。
同
家
に
は
、
寛
文
年

間
に
尾
張
の
津
島
か
ら
移
住
し
て
き
た

と
い
う
伝
承
が
あ
る
。
尾
張
か
ら
こ
の

田
無
に
落
ち
の
日
て
く
る
際
、
津
島
神

社
を
勧
請
し
、
そ
の
分
霊
を
背
負
っ
て

き
た
の
だ
と
伝
え
ら
れ
る
。
そ
の
津
島

神
社
は
「
藤
屋
」
の
敷
地―

現
在
柳
沢

集
会
所
あ
た
り
ー
に
稲
荷
様
と
並
ん
で

祀
ら
れ
て
い
た
。
津
島
神
社
は
後
に
田

無
神
社
の
脇
に
移
さ
れ
、
稲
荷
の
方
は

現
在
も
そ
の
ま
ま
残
さ
れ
て
い
る
。

「
藤
屋
」
が
他
村
へ
移
っ
た
後
、
残

さ
れ
た
地
所
は
柳
沢
の
海
老
沢
、
笠
原
、

山
川
の
３
軒
の
家
で
ひ
き
う
け
、
津
島

神
社
は
こ
の
三
軒
と
、
萩
原
、
須
田
の

５
軒
が
肝
入
り
と
な
っ
て
お
祀
り
す
る

よ
う
に
な
っ
た
。
７
月
に
あ
る
天
王
様

の
ま
つ
り
が
こ
の
津
島
神
社
の
ま
つ
り

で
あ
り
、
現
在
は
柳
沢
地
区
全
体
の
ま

つ
り
に
な
っ
て
い
る
。』

引
用
：
田
無
市
企
画
部
市
史
編
さ
ん
室 

『
た
な
し
の
歴
史
２
』
祠
を
祀
る
こ
と

（
香
月
節
子
）1990 pp.53-54

田無神社社報
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日露戦役記念碑と兵士

刑
部
真
琴
銅
像
除
幕
式
記
念
祝
賀
会
祝
詞

明
治
32
年
９
月
30
日

刑
部
真
琴
が
３
代
宮
司
賀
陽
通
利
に
あ
て
た
書

田
無
神
社
宮
司
の
母
校
で
あ
る
西
東

京
市
立
田
無
小
学
校
。
令
和
５
年
、
開

校
150
年
の
節
目
と
な
り
ま
し
た
。
こ
こ

に
田
無
小
学
校
150
周
年
を
祝
し
て
、
初

代
校
長
で
あ
る
刑
部
真
琴(

お
さ
か
べ

ま
こ
と)

を
ご
紹
介
し
ま
す
。
御
遷
座

三
五
〇
年
大
祭
記
念
誌
『
写
真
と
資
料

か
ら
見
る 

田
無
神
社
』
に
刑
部
真
琴

に
つ
い
て
詳
し
く
記
載
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
そ
ち
ら
も
あ
わ
せ
て
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

田
無
の
地
に
最
初
の
学
校
が
で
き
た

の
は
、
明
治
元
年
（
１
８
６
８
）
に
医

者
で
あ
り
田
無
神
社
初
代
社
掌
に
な
る

賀
陽
濟
（
玄
順
）
が
自
宅
に
開
い
た
手

習
所
が
始
ま
り
と
伝
わ
り
ま
す
。
近
隣

の
子
供
た
ち
を
集
め
教
育
に
あ
た
っ
た

と
こ
ろ
、
次
第
に
評
判
を
集
め
、
80
名

以
上
の
生
徒
が
集
ま
っ
た
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
明
治
に
入
り
、
全
国
学
校
制
度

が
導
入
さ
れ
た
た
め
明
治
６
年
（
１
８

７
３
）
に
横
浜
よ
り
刑
部
真
琴
を
教
員

と
し
て
招
聘
し
、
今
の
総
持
寺
の
隣
に

あ
っ
た
密
蔵
院
に
田
無
小
学
校
の
前
身

の
「
真
誠
学
舎
」
が
開
校
し
ま
し
た
。

刑
部
真
琴
は
士
族
の
子
弟
と
し
て
武
蔵

国
に
生
ま
れ
、
漢
学
や
書
を
学
び
、
幕

府
陸
軍
附
属
取
調
役
を
務
め
た
の
ち
静

岡
県
に
て
教
員
を
務
め
、
さ
ら
に
数
学

の
修
業
を
し
た
立
派
な
教
育
者
で
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
２
年
後
、明
治
８
年（
１

８
７
５
）
に
「
田
無
学
校
」
と
改
称
し

明
治
16
年
（
１
８
８
３
）
に
は
、
新
校

舎
が
建
設
さ
れ
刑
部
真
琴
は
初
代
校
長

に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
時
代

と
共
に「
田
無
尋
常
高
等
小
学
校
」、「
田

無
国
民
学
校
」
を
経
て
、
戦
後
の
昭
和

22
年
（
１
９
４
７
）
に
、
現
在
の
名
称

で
あ
る「
田
無
小
学
校
」と
な
り
ま
し
た
。

刑
部
真
琴
は
大
正
９
年（
１
９
２
０
）

に
71
歳
で
逝
去
さ
れ
、
そ
の
８
年
後
の

昭
和
３
年
（
１
９
２
８
）
に
有
志
に
よ

り
田
無
小
学
校
に
初
代
校
長
で
あ
る
刑

部
真
琴
の
銅
像
が
建
て
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
祝
詞
は
銅
像
建
立
の
５
周
年
に
当

た
り
、
田
無
神
社
４
代
宮
司  

賀
陽
賢

司
に
よ
り
作
文
さ
れ
ま
し
た
。
文
中
で

は
刑
部
真
琴
の
生
い
立
ち
に
は
じ
ま
り
、

教
育
者
と
し
て
の
田
無
町
と
の
関
わ
り

か
ら
、
帰
幽
す
る
ま
で
の
一
生
の
足
跡

を
た
ど
り
、
多
く
の
人
々
の
尊
敬
を
集

め
た
と
し
て
い
ま
す
。
人
柄
に
も
言
及

し
て
お
り
「
常
尓
身
持
巖
志
久
礼
儀
正

志
久
」
と
品
行
が
良
く
礼
儀
正
し
い
人

で
あ
り
、
ま
た
「
性
物
言
巧
尓
有
良
邪

礼
介
礼
抒
母
文
書
状
書
讀
説
伎
甚
優
礼

弖…

」
と
生
来
お
話
は
苦
手
な
方
で
あ

り
ま
し
た
が
、
文
章
を
読
み
解
く
能
力

は
並
外
れ
た
人
で
あ
っ
た
と
伝
え
て
い

ま
す
。

田
無
小
学
校
に
は
初
代
校
長
と
な
っ

た
刑
部
真
琴
の
胸
像
や
名
主
・
下
田
半

兵
衛
富
宅
の
功
績
を
称
え
た
養
老
畑
碑

が
り
ま
す
。
養
老
畑
碑
の
揮
毫
は
手
習

所
を
開
い
た
田
無
神
社
初
代
宮
司
賀
陽

濟
（
玄
順
）
に
よ
る
も
の
で
す
。

刑
部
真
琴
銅
像
除
幕
式
記
念
祝
賀
会
祝
詞

（令和6年1月1日発行）
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刑
部
真
琴
銅
像
除
幕
式
記
念
祝
賀
会

昭
和
３
年
11
月

阿
波
洲
神
社
凱
旋
記
念
扁
額

御
遷
座
三
五
〇
年
を
祝
し
、
神
社
の
歩

み
を
写
真
と
資
料
で
辿
る
記
念
誌
を
令

和
４
年
12
月
に
発
行
し
ま
し
た
。
田
無

神
社
の
倉
庫
に
眠
っ
て
い
た
古
写
真
な

ど
約
１
，
０
０
０
点
を
掲
載
。
特
別
寄

稿
と
し
て
第
２
章
「
田
無
の
歴
史
と
下

田
半
兵
衛
」
で
近
辻
喜
一
氏
が
「
田
無

の
歴
史
」
を
、
行
田
健
晃
氏
が
「
下
田

半
兵
衛
」を
、第
６
章「
境
内
の
石
造
物
」

「
写
真
と
資
料
か
ら
見
る

　
　
　
　
　   

田
無
神
社
」

御
遷
座
三
五
〇
年
大
祭
記
念
誌

で
廣
瀨
裕
之
氏
が
「
供
養
塔
」・「
石
盥

銘
」・「
本
殿
基
壇
銘
」・「
将
軍
山
碑
」

に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
解
説
さ
れ
て
い
ま

す
。
A
４
判
、
約
330
ペ
ー
ジ
の
記
念
誌

に
は
写
真
800
点
、
資
料
203
点
を
収
録
。

「
由
緒
」「
大
祭
と
神
輿（
み
こ
し
）」「
本

殿
・拝
殿
と
参
集
殿
」「
境
内
の
石
造
物
」

「
神
社
と
戦
争
」「
御
遷
座
祭
」
な
ど
全

10
章
で
構
成
さ
れ
て
ま
す
。
記
念
誌
は

田
無
神
社
社
務
所
で
販
売
（
定
価

3
0
0
0
円
税
込
）
し
て
い
ま
す
。

日
露
戦
役
記
念
碑

日
露
戦
争
で
の
戦
勝
を
記
念
し
、
明

治
40
年(

１
９
０
７)

に
教
育
者
で
あ
る

刑
部
真
琴
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
ま
し
た
。

文
字
は
日
露
戦
争
の
際
に
元
帥
陸
軍
大

将
と
し
て
満
州
軍
総
司
令
官
を
務
め
た

大
山
巌
に
よ
る
揮
毫
で
す
。
日
露
戦
争

で
は
田
無
村
か
ら
71
人
が
出
征
し
、
３

人
が
戦
死
、
68
人
が
凱
旋
帰
国
し
ま
し

た
。
71
人
の
出
征
者
の
う
ち
、
70
人
が

陸
軍
、
１
人
だ
け
が
海
軍
で
し
た
。
こ

の
碑
の
裏
に
は
出
征
者
の
氏
名
が
、
田

無
小
学
校
の
初
代
校
長
・
刑
部
真
琴
の

発
案
に
よ
っ
て
彫
ら
れ
、
そ
の
消
息
を

今
日
に
伝
え
て
い
ま
す
。
刑
部
真
琴
は

阿
波
洲
神
社
拝
殿
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る

凱
旋
記
念
扁
額
に
も
保
谷
出
身
従
軍
軍

人
の
名
を
刻
ん
で
い
ま
す
。

大
山
巌
は
元
帥
陸
軍
大
将
で
元
老
、

貴
族
院
議
員
を
歴
任
し
ま
し
た
。
西
郷

隆
盛
、
西
郷
従
道
は
従
兄
弟
で
す
。
日

清
戦
争
に
お
い
て
は
陸
軍
大
将
と
し
て

第
２
軍
司
令
官
と
な
り
ま
し
た
。
日
露

戦
争
に
お
い
て
は
元
帥
陸
軍
大
将
と
し

て
満
州
軍
総
司
令
官
と
な
り
、
大
い
に

日
本
の
勝
利
に
貢
献
し
ま
し
た
。
同
じ

鹿
児
島
出
身
の
東
郷
平
八
郎
と
あ
わ
せ

て
「
陸
の
大
山
・
海
の
東
郷
」
と
並
び

評
さ
れ
て
い
ま
す
。

田無神社社報
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調査・監修NPO birth

調査・監修NPO birth

し
し
と
う
の
収
穫

カ
ブ
の
種

ネ
ギ
の
苗
付
け

11
月
13
日
（
月
）
に
田
無
神
社
農
園

で
し
し
と
う
の
収
穫
、「
小
松
菜
」と「
カ

ブ
」
の
種
蒔
き
、
ネ
ギ
の
苗
付
け
を
行

い
ま
し
た
。「
小
松
菜
」
と
「
カ
ブ
」

は
令
和
６
年
３
月
に
、
ネ
ギ
は
５
月
に

収
穫
す
る
予
定
で
す
。

田
無
神
社
農
園
で
は
、
下
田
農
園
の

下
田
将
人
さ
ん
に
指
導
を
仰
ぎ
、
お
祭

り
・
祭
典
で
お
供
え
す
る
野
菜
・
果
物

を
栽
培
し
て
い
き
ま
す
。
農
園
で
の
野

菜
・
果
物
の
栽
培
の
状
況
等
に
つ
い
て

は
、
田
無
神
社
公
式
H
P
・
S
N
S
を

通
し
て
紹
介
し
て
ま
い
り
ま
す
。

龍
神
池
が
完
成
し
て
５
年
が
経
過
し
、

池
に
数
種
類
の
ト
ン
ボ
が
見
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
龍
神
池
に
は
よ
く

似
た
２
種
類
の
青
い
ト
ン
ボ
「
シ
オ
カ

ラ
ト
ン
ボ
」・「
オ
オ
シ
オ
カ
ラ
ト
ン
ボ
」

が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
シ
オ
カ
ラ
ト

ン
ボ
は
眼
の
色
が
水
色
で
、
体
の
色
が

淡
い
青
色
で
す
。
オ
オ
シ
オ
カ
ラ
ト
ン

ボ
は
眼
の
色
が
黒
色
で
体
の
色
が
濃
い

青
色
で
す
。
じ
っ
く
り
と
観
察
し
て
識

別
に
挑
戦
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

こ
れ
か
ら
も
地
域
の
自
然
を
大
切
に

し
、
皆
様
に
親
し
ま
れ
る
生
き
も
の
豊

か
な
池
に
な
る
よ
う
見
守
っ
て
い
き
ま

す
。
龍
神
池
で
の
生
き
も
の
の
採
取
や

放
流
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

田
無
神
社
農
園

（令和6年1月1日発行）
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龍
神
池
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ポ
ー
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ラ
ト
ン
ボ
の
観
察
」



１
月
４
日
（
木
）、
１
月
５
日
（
金
）、

１
月
６
日
（
土
）
に
国
登
録
有
形
文
化

財
の
田
無
神
社
参
集
殿
に
お
い
て
、
献

血
会
を
実
施
し
ま
す
。
輸
血
を
必
要
と

し
て
い
る
患
者
さ
ん
の
尊
い
生
命
を
救

う
た
め
、
献
血
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

受
付
時
間
：
午
前
11
時
〜
午
後
３
時
半

場
所
：
田
無
神
社　
参
集
殿

由
来
や
意
味
を
学
び
お
正
月
を
楽
し

み
ま
し
ょ
う
。

当
日
は
餅
花
を
作
り
ま
す
。

※

ど
な
た
で
も
ご
参
加
で
き
ま
す
。

日　
時
：
午
前
10
時
〜
正
午

会　
場
：
12
月
17
日
（
日
）
田
無
神
社

　
　
　
　
参
集
殿

会　
費
：
￥
３
０
０
０　

(

当
日
会
場

で
お
支
払
い
く
だ
さ
い)

講　
師
：
唐
澤
都
志
子
（
室
礼
研
究
会

ゆ
ず
り
葉
講
師
）

申
込
締
切
：
12
月
10
日
（
日
）

令
和
６
年
２
月
３
日
（
土
）
午
後
３

時
よ
り
、
社
殿
に
て
立
春
前
日
に
災
厄

を
は
ら
い
１
年
の
幸
福
を
祈
り
、
来
た

る
べ
き
春
に
感
謝
す
る
伝
統
行
事
「
節

分
追
儺
祭
」
を
ご
斎
行
い
た
し
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
・
季

節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
拡
大
し
て
い

る
状
況
を
受
け
、
参
拝
者
の
健
康
・
安

全
面
を
考
慮
し
た
結
果
、
２
月
３
日

（
土
）
に
行
わ
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
節

分
祭
の
豆
打
ち
は
中
止
す
る
こ
と
に
い

た
し
ま
し
た
。参
拝
者
の
皆
様
の
健
康
・

安
全
面
を
第
一
に
考
慮
し
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、
ご
理
解
を
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

※

年
男
・
年
女
の
厄
除
け
祈
祷
は
通

常
通
り
承
り
ま
す
。

２
月
11
日
（
日
）
午
前
10
時
よ
り
社

殿
に
て
紀
元
祭
を
斎
行
し
ま
す
。
紀
元

節
は
、
初
代　
神
武
天
皇
（
奈
良
県
・

官
幣
大
社　
橿
原
神
宮
の
御
祭
神
）
が

橿
原
の
宮
に
御
即
位
さ
れ
た
日
と
し
て
、

明
治
６
年
に
定
め
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の

日
は
全
国
の
神
社
で
「
紀
元
祭
」
が
執

り
行
わ
れ
ま
す
。
田
無
神
社
で
も
毎
年

紀
元
祭
を
厳
粛
に
斎
行
し
、
国
家
と
国

民
の
長
久
繁
栄
を
祈
願
し
ま
す
。

２
月
最
初
の
午（
う
ま
）の
日
は「
初

午
」
と
呼
ば
れ
稲
荷
神
の
縁
日
で
す
。

稲
荷
の
大
神
に
五
穀
豊
穣
を
祈
り
感

謝
を
捧
げ
ま
し
ょ
う

日　
時
：
令
和
６
年
２
月
12
日
（
月
）

　
　
　
　
午
前
10
時　
野
分
初
稲
荷
神

社
前

　
　
　
　
午
前
10
時
半　
賀
陽
家
屋
敷

稲
荷
神
社
前

令
和
６
年
２
月
17
日
（
土
）
午
前
10

時
よ
り
社
殿
に
て
祈
年
祭
を
ご
斎
行
い

た
し
ま
す
。
祈
年
祭
（
き
ね
ん
さ
い
）

は
「
と
し
ご
い
の
ま
つ
り
」
と
も
呼
ば

れ
ま
す
。
祈
年
祭
は
五
穀
豊
穣
を
予
祝
、

祈
願
す
る
お
祭
り
で
あ
り
、
秋
に
収
穫

し
た
穀
物
を
神
前
に
お
供
え
し
て
感
謝

を
さ
さ
げ
る
「
新
嘗
祭
」
と
対
を
な
し

て
お
り
ま
す
。

令
和
５
年
４
月
末
に
参
拝
者
の
皆
様

に
、「
バ
ケ
ツ
稲
づ
く
り
セ
ッ
ト
」
を

配
布
し
ま
し
た
。
稲
の
成
長
を
見
届
け

て
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
10
月
９
日
（
月
）
午
後
２
時
か

ら
社
殿
で
抜
穂
祭
を
斎
行
し
、
収
穫
さ

れ
た
稲
を
10
月
15
日
（
日
）
例
大
祭
で

ご
神
前
に
お
供
え
し
ま
し
た
。
ま
た
、

本
社
神
輿
・
子
供
神
輿
に
稲
穂
を
括
り

つ
け
、
大
神
様
と
共
に
渡
御
し
ま
し
た
。

令
和
６
年
１
月
１
日
（
月
）
か
ら
五

龍
神
根
付
け
み
く
じ
を
復
刻
版
と
し
て

再
頒
布
し
ま
す
。
根
付
お
守
り
は
全
部

で
15
種
類
。
お
み
く
じ
と
根
付
け
お
守

り
が
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
ま
す
。

初
穂
料
５
０
０
円

頒
布
場
所　
お
み
く
じ
処

無
く
な
り
次
第
頒
布
終
了

⑪

田無神社社報

神
社
か
ら
の
お
知
ら
せ

神
社
de
献
血

室
礼
教
室

紀
元
祭

祈
年
祭

稲
の
ご
奉
納

復
刻
五
龍
神
根
付
け
み
く
じ

初
午
祭

節
分
追
儺
祭



⑫

田無神社社報 （令和６年1月1日発行）

令和5年例大祭　5年ぶり！市中神輿渡御


